
令和６年能登半島地震

活動チーム説明

金沢市

日体大救急医療学科ボランティアチーム
小川 理郎 鈴木 健介 中澤 真弓 三橋 正典
原田 諭 小倉 勝弘 齋藤 達 天野 智仁
女川 陽生 善家 翼 高橋 寛 信末 幸輝
松本 琉輝 松山 世那 宮本 惇平 村上 凛
吉田 天翔 今村 海里 木村 琴美 鈴木 唯華
小西 翔陽

2/21～3/30

能登町役場 内浦総合支所

小木中学校

日本医科大学AMAT
須賀 涼太郎 草間 遼大
1/2～1/7

日医大・日体大合同AMAT
小川 理郎 横田 裕行 鈴木 健介
小倉 勝弘 三橋 正典
1/6～1/10

日本医科大学JMAT
須賀 涼太郎 古正 凪沙 高山 航
1/9～1/18

能登町役場

厚生労働省DMAT事務局
増留 流輝
1/6～3/30

救急医療サークルNEXT
遠藤 成矩 木村磨功 鈴木 葉菜
1/27～2/13

珠洲市保健医療福祉調整本部
(珠洲市健康増進センター)

日本災害医学会コーディネーションサポートチーム
萩原 鈴香
2/25～3/2

宝立小中学校

HuMA
沼田 浩人 郡 愛 田畑 龍正
濱 京志朗 香月 綾乃
1/6～2/12

厚生労働省DMAT事務局
大山 凌治
1/22～3/30

能登中部保健医療福祉調整本部 日医大多摩永山病院JMAT
沼田 浩人 山口 愛鈴
北野 信之介 郡 愛
田畑 龍正 髙橋 治花
鵜飼 駿 香月 綾乃
濱 京志朗
1/31～3/2

能登北部調整支部
(穴水総合)

組織説明組織正式名称組織名

災害時に、被災地へのDMAT隊(医療支援チーム)派遣調整等の業務を行っている。
災害派遣医療チーム
(DMAT:Disaster Medical
Assistance Team)

厚生労働省
DMAT事務局

災害時の急性期～亜急性期において、高齢者や障碍者にも配慮した
医療救護活動を行なえる災害医療チーム

全日本病院医療支援班
（AMAT：All Japan Hospital Medical 
Assistance Team)

AMAT

被災者の命や健康を守り、被災地の公衆衛生を回復し、地域医療の再生を支援することを
目的とする災害医療チーム

日本医師会災害医療チーム
（ＪＭＡＴ：Japan Medical 
Association Team）

JMAT

国内外の自然災害・人為災害を問わず、あらゆる種類の災害を対象に活動をおこなう
災害医療チーム

災害人道医療支援会
（HuMA：Humanitarian Medical 
Assistance)

HuMA

災害時に圏域内の医療情報を集約・一元化し、医療資源の配分、収容先医療機関の確保等の
医療救護活動等を統括・調整等を行う医師のサポートをおこなう。

災害医学会
コーディネーションサポートチーム

災害医学会

災害発生から約4時間で、発足した救急医療学科のロジスティクスチーム。
超急性期では、被災地域の情報収集、支援計画の立案をおこない、
現地派遣チームには、情報の後方支援活動をするチーム。

日本体育大学救急医療学科
ロジスティクスチーム

日体大
ロジスティクスチーム

震源地

正久寺

令和６年度能登半島地震により、お亡くなりになられた方々のご冥福をお祈りいたしますとともに、
被災された皆さまに心よりお見舞い申し上げます。
日本体育大学救急医療学科は、一日も早い復興をお祈りしております。

災害医療は、救急医療学科の三本柱の一つです。
震災の超急性期から慢性期にかけて本学科教員、大学院生、学生総勢43名が
医療支援活動やボランティア活動、本部活動を実施しました。
様々な災害派遣チームでそれぞれの得意分野を活かし役割を果たしました。

日体大ロジスティクスチーム
金井 滉己 相坂 颯汰 糟谷 一心
増田 尋斗 堀込 実希 秋葉 裕巳香
木村 磨功 遠藤 成矩 今泉 綾霞
高橋 涼華

1/1～3/30

後方支援活動

七尾市

輪島市

珠洲市

志賀町

穴水町

能登町

志賀町立富来中学校
日体大訪問(修学旅行)
生徒 24名 引率 4名 計28名
4/24


